
上智大学 理工学部同窓会主催：モビリティ塾（仮称）開講のフレームワーク

Target
今後大きな変革期を迎えるモビリティシステムの在り
方を、大学の先生方、学生、産業界で実績を積んだ卒
業生共同で検討を進めることで、日本での次世代産業
を創出するきっかけを模索するとともに、本活動を通
じてビジョンを生み出せる人材とネットワークを育ん
でいく。

Scope
モビリティ革命のEnablerとなる関連技術をテーマに
(理系)、社会的、法的、ビジネス的な側面(文系)から
も課題を検討する。
討議した内容が起業に発展する可能性も視野に入れ、
本活動で発生した新たなアイデアの知財権は、基本的
に発言者の所有権とする。

Activity
① 検討会（全6回開催）
キーノートスピーカーによる技術課題の発表(1.5時間)、
検討テーマの議論とまとめパネル作成(1.5時間)その後
有志の食事会
② まとめレビュー(７回目)
各回のまとめパネルをベースに課題やビジネスチャン
スをレビュー。深堀すべきテーマの今後の進め方を討
議する。

Participants
① 理系、文系の先生
②本テーマに強い興味のある有志学生（院生、学部
生）
③卒業生（原則ソフィアン）
④キーノートスピーカー（ソフィアンと限定しない）
Organizer
宇野、押沢、濱畑３名に加え、教授がアドバイザー、
学生がTAとしてサポートしていただく事を希望。
総勢登録25名、常時出席者20名程度を想定する。
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